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(2) 位相定数が相票なる二線路聞における OdB結合の 1 つとして，方形 TE10一円形 TEo1モード変換
器において ， 2 個の 3 dB 結合器を縦続接続した場合の設計基準を確立したこと。
(3) 分布結合形光変調器を提案し，その動作原理および設計理論式を示し，いくつかの具体例につい
て検討を行い， (i )IC 化に適した形態を有する PCM または AM 変調器， (ii)可変光結合器，可変光滅
衰器，光スイッチなどへの応用に貢献したこと。
(4) 伝送軸方向に一様な結合のある三線路閣の問題を考察し，特定の励振条件のもとにおいては，三
線路間で，極めて興味があり， しかも種々の新しい応用分野が期待される電力授受特性が得られる
ことを示したこと。
以上のように，本研究は電磁波伝送系に台けるモード結合理論とその応用に多くの寄与を行ない，
情報伝送技術の発展に貢献するところが大である。よって，本論文は，博士論文として価値あるもの
と言忍める。
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